
令和７年度 第２回
高松市総合都市交通計画推進協議会資料

令和７年１0月24日（金）

～ 次期 高松市総合都市交通計画の策定に向けた検討の視点（案）について ～

資料４



１ 高松市総合都市交通計画について

「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの考えの下、過度に自動車に依存しないライフスタイルの実現とともに、公共交通と連携した二次交
通（自転車等）の活用や、ICTやAIなど新たな技術、またMaaSなど国のモビリティに関する方針等との連携について検討し、市民を始め交通事業者など
関係者の理解と参加の下、将来を見据えた、本市にふさわしい交通体系を構築することを目的として、平成22年11月に策定（令和６年６月改定）。

…策定目的

令和１０年（高松市都市計画マスタープランの目標年次）…目標年次

いつまでも 人と環境にやさしく 快適で利用しやすい 公共交通体系の構築…基本理念

…基本方針

…具体施策 需要に応じた新交通システムの検討⑬公共交通のバリアフリー①

交通結節拠点の整備・再整備⑭都市経営と福祉の視点に基づく移動手段確保②

バスレーンの整備⑮交通安全教育の実施③

バス利用のサービス向上⑯モビリティ・マネジメントの実践、広報・啓発活動④

IruCaカードの利用の拡大⑰パーク＆ライド駐車場の整備⑤

利便性が高く、わかりやすい情報の提供⑱パーク＆バスライド駐車場の整備⑥

鉄道、バスなど公共交通相互の乗り継ぎの円滑化⑲サイクル＆ライド駐輪場の整備⑦

鉄道とバス等による一体的な公共交通ネットワークの形成⑳サイクル＆バスライド駐輪場の整備⑧
航路・空路の活性化㉑まちづくりと一体となった道路空間再編と都市計画道路の整備⑨
都心地域内の循環バスのサービスレベルの向上㉒駐車場の料金対策⑩
レンタサイクルポート、駐輪場施設の増強㉓都心地域及び都心地域周辺部への自動車流入規制⑪
自転車ネットワークの整備と連携利用促進㉔鉄道新駅の設置⑫

5. 都心へのアクセスとま
ちなかの回遊性を支え
る公共交通体系の構築

4. 自動車からの転換を促
す円滑で快適な公共交
通体系の構築

3. 環境負荷の小さい公共
交通体系の構築

2. だれもが利用しやすく
安全・安心な公共交通
体系の構築

1. 少子高齢化が進行する
なかでも持続力の高い
公共交通体系の再構築

令和１０年の計画期間満了を見据え、次期計画策定に向けた検討を開始 2



２ 公共交通利用者数の推移

ハード・ソフトの施策により、公共交通利用者数は増加（回復）傾向

総合都市交通計画
（H22.11改定）

公共交通利用促進条例
（H25.9制定）

× 乗継割引拡大
（20円→100円）

高齢者割引開始（70歳以上運賃半額）

ことでん伏石駅開業
（R3.11）

バス路線
の 再 編

人／日

19,843 19,743 18,865 18,683 18,590 19,031 18,905 19,090 19,572 19,693 19,751 19,707 
15,057 15,191 16,843 17,872 18,934 

30,003 29,023 28,860 28,431 29,357 30,199 30,101 31,541 32,999 33,690 34,377 35,112 

27,632 28,361 
30,853 

32,644 
34,266 

8,681 8,411 8,559 8,452 9,114 9,404 9,830 
10,033 

10,416 10,473 10,722 10,139 

6,378 6,642 

7,646 
8,423 

8,218 
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 公共交通マスタープラン（総合都市交通計画）の策定や、利用促進条例の制定、利用促進施策の実施などにより、公共
交通利用者は、着実に増加（回復）傾向

 しかし、社会情勢の変化により、公共交通利用者数は大きく影響を受ける
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３ 市民満足度調査（令和６年度実施）の結果（公共交通関係）

満足度の上昇には、子育て世代を中心に、若い世代への施策が必要

37位満 足 度
1位不満足度
12位重 要 度

○公共交通ネットワークの再構築
○道路ネットワークの充実
○自転車の利用環境の向上

【市民満足度調査の受け止め】
 70歳以上の市民は、高齢者割引施策（70歳以上運賃半額）により、
不満割合は低い状況

 子育て世代を中心に、若い世代の不満割合が高く、生活スタイル
の変容を含め、新たな施策の検討が必要

重 要 度満 足 度
世代 重要で

はない
あまり
重要で
はない

どちら
ともい
えない

やや
重要重要不満やや

不満
どちら
ともい
えない

やや
満足満足

2.1%4.2%18.5%27.9%47.3%17.4%28.2%35.6%14.4%4.4%全体

5.9%5.9%7.8%29.4%51.0%15.7%35.3%21.6%15.7%11.8%
18歳～

29歳

0.0%14.0%28.0%12.0%46.0%14.0%34.0%42.0%10.0%0.0%30歳代

4.5%3.0%19.7%31.8%40.9%24.2%33.3%33.3%6.1%3.0%40歳代

1.4%1.4%15.5%25.4%56.3%31.0%28.2%28.2%7.0%5.6%50歳代

1.4%5.6%16.7%34.7%40.3%12.5%27.8%43.1%15.3%1.4%60歳代

0.8%0.8%19.0%27.0%44.4%10.3%19.8%36.5%23.0%4.8%70歳以上

地域交通ネットワークの充実

4,500人…配 布 数
43施策…調 査 項 目

1,341人…回 収 数
29.8％…回 収 率

21位満 足 度
3位不満足度
28位重 要 度

○空港・港の拠点機能の充実
○広域鉄道ネットワークの整備促進

【市民満足度調査の受け止め】
 満足度は、「どちらともいえない」が約半数を占めるが、若い世
代の不満割合が高く、大都市圏等への速達性の確保に向けた取組
の検討が必要

重 要 度満 足 度
世代 重要で

はない
あまり
重要で
はない

どちら
ともい
えない

やや
重要重要不満やや

不満
どちら
ともい
えない

やや
満足満足

3.8%6.8%27.2%31.2%31.0%8.6%20.2%45.9%17.9%7.4%全体

5.9%9.8%21.6%27.5%35.3%11.8%29.4%33.3%17.6%7.8%
18歳～

29歳

4.0%6.0%44.0%18.0%28.0%8.0%26.0%42.0%22.0%2.0%30歳代

4.5%12.1%28.8%24.2%30.3%16.7%27.3%42.4%12.1%1.5%40歳代

5.6%7.0%23.9%33.8%29.6%11.3%12.7%56.3%12.7%7.0%50歳代

5.6%8.3%30.6%27.8%26.4%6.9%19.4%55.6%11.1%6.9%60歳代

0.0%1.6%19.0%38.9%31.7%2.4%14.3%38.9%25.4%12.7%70歳以上

広域交通ネットワークの充実
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 公共交通のマスタープランである「高松市総合都市交通計画」が令和１０年に終期を迎えることから、次期
計画の策定に向け、調査・検討を開始する。

 検討に当たっては、各交通モードの状況や、市民満足度調査の結果などを踏まえ、公共交通の果たすべき役割や、
公共交通利用者の利便性の向上に繋がる新たな方策を含め、持続可能な公共交通サービスの在り方を検討する。

○次期計画策定のスケジュール（案）

○検討の視点
❶運転手の確保（バス路線、頻度の維持・向上）
❷各交通モードの連携強化（経営の効率化）
❸公共交通が選択されやすい環境の構築
（自動車利用からの転換を促す仕掛けづくり）

４ 次期 高松市総合都市交通計画の策定に向けた検討の視点について
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令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度

合意形成計画骨子の作成現状調査・分析課題の共有 計画
策定


